


    
    


    




    『本が私を助けてくれた。』
    
千田 琢哉さんの『人生で大切なことは、すべて「書店」で買える。』

この本は大学の４年間、自腹で1000万を使って本を読み続けた著者が語る、


“新しい本の読み方”である。





中には「本を買った金額とその人の年収は比例する」「会いたい著者の本は全て読め」
などと読書のメリットや読み方が紹介されていて、


実際に私はこの本を読んでからアマゾンで本を２万円分一気に買ったり、


「勝間和代さんの本を全て読む！」と発言して本人からコメントを頂いたりと


今までよりも本に対する見方がより深くなった。




そして一番印象に残ったのが


“つらい時こそ、運命の本に会える”という言葉。





私はそのころ尿管結石になって救急車で運ばれたり、


それからひと月もしないうちにおばあちゃんと実家の犬がたて続けに亡くなるという


地獄のように苦しい不運が続いていて、だんだん「死ぬこと以外は全部たいしたことない」と思うようになり、毎日どうしようもなく落ち込んでいた。





そんな時にこの言葉に出会えて、初めて「今は本を読むチャンスなんだ」と前向きに思えるようになり、がむしゃらに本を読むようになった。





あとがきにある、「この世に本がなかったら、僕はとっくに死んでいた」という言葉。


私もこの本の事を、私を助けてくれた本だと思った。
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